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Abstract

Objective：To determine whether the enjoyment of meals is an independent factor between the eating behaviors of 
fourth-, fifth-, and sixth-grade elementary school students and first-, second-, and third-grade junior high school students. 
Methods：This was a cross-sectional study conducted among 524 schoolchildren from a total of eight elementary 
schools and three junior high schools in the city of Tsuru，Yamanashi， Japan, in April and May 2007. Physical 
measurements and self-administered questionnaires were completed to measure height and weight and to investigate 
the enjoyment of meals and eating behaviors, respectively. We analyzed data of participants who provided valid 
answers （schoolchildren: n = 298, students in junior high schools: n = 226）. Binomial logistic regression analysis was 
conducted to assess the association between the enjoyment of meals and eating behaviors with the enjoyment of 
meals as the dependent variable and eating behaviors as independent variables. The analyses involved the calculation 
of odds ratios and 95% confidence intervals （CIs） after simultaneously controlling for potential confounders. The 
variables considered in the models were sex, height, grade, and school.
Results：Enjoyment of meals was significantly associated with meal preparation frequency （adjusted odds ratio ［AOR］ 
= 2.70, 95% CI: 1.31-5.55）, breakfast-eating frequency （AOR = 3.18, 95% CI: 1.15-8.85）, greetings before meals （AOR 
= 3.64, 95% CI: 1.93-6.87）, and mealtime conversation （AOR = 3.41, 95% CI: 1.74-6.69） in schoolchildren and family 
dinner frequency （AOR = 2.74, 95% CI: 1.44-5.23） and mealtime conversation （AOR = 2.00, 95% CI: 1.04-3.86） in 
junior high school students.
Conclusion：Spontaneously behaviors was significantly associated with the enjoyment of meals in schoolchildren． 
Behaviors strongly involved with families was associated with the enjoyment of meals in junior high school students. 
Mealtime conversation about food, nutrition, and health was significantly associated with the enjoyment of meals for 
both schoolchildren and junior high school students.
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Ⅰ　緒言
　食教育が最終的に目指すものは、食関連QOLの向上１）

である。食関連QOLは、食事を楽しむ、食事に関心を
もつといった、食の観点で捉えた食に関するQOLであ
る。食関連QOLの向上をみるには適切な評価指標が必
要である。成人２）や高齢者３）では、この食関連QOLの
指標をみるための妥当性が評価された尺度が報告されて
いる。子どもを対象とした場合、妥当性の評価はないも
のの食関連QOLを表すものは各指針や手引きにみられ
る。対象特性別健康づくりのための食生活指針４）では、
学童期は「楽しもう、一家団らんおいしい食事」、思春
期は「楽しく食べよう、みんなで食事」を第一項目に挙
げている。また、食からはじまる健やかガイド５）では「楽
しく食べる子ども」を目指す姿とし、食に関する指導の
手引き６）では「食事の重要性、食事の喜び、楽しさを理
解する」を食に関する指導の目標の第一にしている。赤
松ら７）は、この食事が楽しいという食関連QOLには健
康・栄養状態だけではなく、食行動レベルなどの食習慣
や家庭などの環境要因が関連することを明示している。
子どもを対象とした食教育を考える上で、食事の楽しさ
と食行動との関連をあらかじめ確認しておくことは、食
関連QOLの向上を目指した行動目標の設定などの計画
にも有用である。
　発達段階にある子どもはライフステージごとに違いが
みられる。学童期は心身ともに比較的安定して成長する
が、思春期は身長・体重の急増、第二次性徴や第二次反
抗期がみられ、心身の発達は個人差や性差が大きい。対
象特性別健康づくりのための食生活指針では、学童期は
食習慣の完成期、思春期は食習慣の自立期としている。
指針の各項目で学童期は家族そろった会話のある楽しい
食事、思春期はできるだけ家族や仲間と楽しく食事をす
ることを挙げている４）。このような学童期・思春期の食
生活は環境要因である家庭の影響が大きい。
　子どもの食事の楽しさと食行動に関する先行研究は、
ライフステージ単位で検討されている。小学４・５・６
年生児童（以下、児童）を対象とした報告では、家族と
の夕食共食頻度および自発的コミュニケーション８）、食
事づくりの手伝い頻度９）、食事中の会話９）、夕食共食頻
度９）、中学１・２・３年生生徒（以下、生徒）を対象とし
た報告では、食事づくりの手伝い頻度10）、夕食共食頻
度、10,11）朝食共食頻度11）、朝食摂取頻度11）、食事時の挨
拶11）とポジティブな関連がある。ライフステージごと
に成長・発達や家族との関わりに特徴があるため、それ
ぞれのライフステージで食事の楽しさと食行動との関連
が異なる可能性がある。しかし、上記の先行研究はいず
れも共通の質問項目を用いて行った同一調査の中で、児

童と生徒の違いの有無をみたものではない。
　そこで、本研究は児童・生徒を対象に共通の枠組みに
よる質問票を用いて、同一地域で同時期に調査を行い、
食事の楽しさと食行動との関連を明らかにすることを目
的とした。共通の枠組みによる質問票を用いることは、
児童・生徒の類似点や相違点を見出すことができる。ま
た、同一地域で同時期に行う調査は、地域間の違いを調
整することができる。食事の楽しさの向上につながる可
能性のある食行動を児童・生徒別に明らかにすることは、
児童・生徒それぞれに適した具体的な行動目標を検討す
る際の資料となりうる。

Ⅱ　方法
１．調査を実施するに至るまでの手順
　本調査は、小学生児童および中学生生徒を対象とした
横断研究である。調査対象は、山梨県都留市内の全公立
小学校８校および全中学校３校とした。都留市は山梨県
東部の山間部に位置する人口32 ,204人、世帯数11 ,766
（2007年）の地方小都市である。就業人口の61％は第三
次産業であり、産業構造別従事者の割合はほぼ全国値と
同様である12）。
　研究実施者は2006年に同市教育委員会に本研究の意
義ならびに方法等について文書および口頭で説明し、協
力の同意を得た。その後、同様に学校長会にて協力を依
頼し口頭で承認を得た。学校長会は市内全ての公立小・
中学校の参加を決め、2007年４月～５月の実施と各学
校で測定調査を受ける学年・クラスを決定した。その後、
各学校の養護教諭を対象に説明会を行い研究実施の理解
を得ると同時に、養護教諭から担任教諭への協力要請を
依頼した。
　対象の該当児童・生徒の保護者には、担任より本調査
の目的、方法、得られる成果と予測されるリスク、個人
情報の保護等を説明した文書、依頼書ならびに同意書を
児童・生徒を通して配布し、同意書が担任へ提出された
場合、調査に同意したとみなした。なお、本研究は早稲
田大学倫理審査会の承認を得た上で実施した。

２．対象者
　対象となる児童・生徒は、各学年のサンプル数が男女
それぞれ50名ずつ計100名となるように抽出した。児
童の在籍人数は各校とも１学年100名に満たないため、
市内８小学校の中から複数校を学年ごと100名になるよ
う組み合わせて選び、当該学年全員を抽出した。生徒の
在籍人数は各校とも１学年100名前後であるため、市内
３中学校の中から１校ずつ選び、当該学年全員を抽出し
た。学年毎の対象校と測定調査依頼者数は、小学生は
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４年生３校107名、５年生２校128名、６年生３校126
名、中学生は１年生96名、２年生95名、３年生167名
であった。参加に同意した児童・生徒数は、小学生は４
年生102名、５年生97名、６年生99名であった。中学
生は１年生71名、２年生45名、３年生110名であった。
計524名の調査票が回収され回答不備等の除外はなかっ
たため、524名を有効回答とした。

３．調査項目と手順
　身体計測および自記式質問紙調査は総合的な学習の時
間および空き時間などを利用して実施した。身体計測
は、身長および体重は立位式身長・体重計を用いた。肥
満度は学校保健統計調査13）による肥満度判定方法より
算出した。自記式質問紙調査は健康・食生活に関する多
目的調査であった。調査票の枠組みは武見による先行研
究14）を参考に、主観的健康感と食関連QOL、健康・栄
養状態、行動（食行動）、準備要因、食環境、属性とした。
調査票の内容的妥当性および表面的妥当性は校長および
クラス担任２名により確認した。本研究の目的を明らか
にするために、このオリジナルデータから目的に合わせ
て以下の調査項目を使用した。

１）食事の楽しさ
　「あなたは、楽しく食事をしていますか」と質問し、「い
つも楽しくしている」から「ぜんぜん楽しくしていない」
の４段階で回答を求めた。解析する際、回答肢の分布か
ら等分に近づけるよう考慮し、二値「いつも楽しくして
いる」「それ以外」にカテゴリー化した。

２）食行動
　食行動に関する項目として、次に示す８項目について
質問した。“食事に気をつける行動”は、「食事のことで、
何か気をつけたり、「こうしよう」と思って実行してい
ることがありますか」と質問し、「ある」「ない」のいずれ
かで回答を求めた。“食事づくりの手伝い頻度”、“朝食
共食頻度”、“夕食共食頻度”は「家で食事を作ったり、料
理をもりつけたり、お皿を並べたりすることがあります
か（お手伝いも含みます）」「朝食を家族の大人といっしょ
に食べることはどのくらいありますか」「夕食を家族の大
人といっしょに食べることはどのくらいありますか」と
質問し、いずれも「ほぼ毎日」から「ほとんどない」の５
段階で回答を求めた。“朝食摂取頻度”“間食摂取頻度”は、
それぞれ「朝食を食べますか」「間食（おやつ）を食べます
か」という質問に対し、いずれも「ほぼ毎日」から「ほと
んど食べない」の４段階で回答を求めた。“食事時の挨拶”
は、「家で食事をする時、「いただきます」、「ごちそうさま」

とあいさつをしますか」と質問し、「いつもする」から「ぜ
んぜんしない」の４段階で回答を求めた。“食卓での会話”
は、「家族と食事をしながら食べ物や栄養や健康につい
て話をすることがありますか」と質問し、「よくある」か
ら「まったくない」の４段階で回答を求めた。回答をま
とめる際は、回答肢の分布と内容を考慮し、例えば “食
事づくりの手伝い頻度”は「ほぼ毎日する」という良好な
回答を１とし、それ以外の回答を０とし、二値に分類し
た。その他の変数の回答の二群分けは、表中の回答肢に
示した。
　自記式質問紙調査は教室にて調査のトレーニングを受
けた大学院生および管理栄養士４～５名の協力を得て
行った。調査者が児童・生徒に調査の主旨、方法を説明
した後、調査票を配布した。小学４年生には調査者が質
問文を読み上げ、児童の自記式回答を促した。小学５年
生以上では読み上げは行わず、質問文や回答の仕方がわ
かりにくいと思われる児童には調査者が解説を行い、回
答を促した。調査票の回収は時間内に行い、回答の記入
漏れ等の不備は調査者が確認し、児童・生徒に修正を求
めた。なお、調査票の表紙には本調査はテストではなく
成績に一切関係ないこと、教師や家族はこの回答用紙を
見ないことを明記し、自由意志による参加で回答するよ
う、口頭でも説明した。

４．解析項目と解析方法
　データの記述において、身体的特性は学年および男女
別で示した。間隔尺度は平均値（標準偏差、以下SD）、
名義尺度および順序尺度は人数と割合（％）で示した。
食事の楽しさおよび食行動の学校種差の検定は、名義尺
度はχ２検定、順序尺度はMann-WhitneyのＵ検定を用
いた。なお、食行動は学校種に学年間で有意差がみられ
なかったことから学校種別に示した。食事の楽しさと食
行動との関連の検討には強制投入法を用い、二項ロジス
ティック回帰分析を用いた。従属変数は食事の楽しさ、
独立変数は食行動、調整変数は一般に食生活にみられ
る性差、児童・生徒の発育および地域間での違いを考慮
し、身長、体重、学年、学校とした。独立変数の食行動
８項目は一つ一つ投入し、無調整をモデル１、調整変数
を投入した解析をモデル２として、モデル１はオッズ比
（OR）をモデル２は調整オッズ比（AOR）、95％信頼区間
（CI）を示した。統計解析はIBM SPSS Statistics 21（日
本アイ・ビー・エム株式会社）を用い、有意水準は両側
検定で５％とした。
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表１　対象者の身体的特性

表２　児童および生徒の食事の楽しさならびに食行動
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Ⅲ　結果
１．対象者の身体的特性
　対象者の身体的特性を学年および男女別に表１に示し
た。標準児の出現頻度は、児童は男女とも約90％、生
徒は男児約80％、女児約90％であった。

２．児童および生徒の食事の楽しさと食行動
　児童および生徒の食事の楽しさならびに食行動の分布
を表２に示した。食事の楽しさは、「いつも楽しくして
いる」割合は児童61％、生徒39％であり、児童の方が生
徒に比べ有意に高かった（ｐ＜0.001）。食事に気をつけ

る行動が「ある」割合は児童31％、生徒39％と有意な差
がみられた（p＝0.028）。食事づくりの手伝い頻度（p＝
0.022）、朝食摂取頻度（p＝0.030）、朝食共食頻度（p＜
0.001）、夕食共食頻度（p＝0.001）、間食摂取頻度（p＝
0.001）、食事時の挨拶（p＜0.001）、食卓での会話（p＝
0.001）は、いずれも児童の方が生徒に比べ有意に肯定
的な回答の割合が多かった。

３．食事の楽しさと食行動との関連
　食事の楽しさと食行動との関連を児童と生徒別に表
３、表４に示した。モデル１と調整変数を投入したモデ

表３　児童における食事の楽しさと食行動との関連（二項ロジスティック回帰分析）

表４　生徒における食事の楽しさと食行動の関連（二項ロジスティック回帰分析）
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ル２において、有意な関連がみられた項目はほぼ同じで
あった。モデル２では、食事をいつも楽しくしている
と回答した児童は、食事づくりの手伝いを「ほぼ毎日す
る」（AOR:2 .70，95％ CI:1 . 31 -5 . 55）、朝食を「ほぼ毎日
食べる」（AOR:3 .18，95％ CI:1 . 15 -8 . 85）、食事時の挨
拶を「いつもする」（AOR:3 .64，95％ CI:1 . 93 -6 . 87）、食
卓での会話は「よくある，時々ある」（AOR:3 .41，95％
CI:1 . 74 -6 . 69）と回答した者が多く有意な関連を示した．
生徒は、夕食共食を「ほぼ毎日する」（AOR:2 .74，95％
CI:1 . 44 -5 . 23）、食卓での会話は「よくある，時々ある」
（AOR:2 .00，95％ CI:1 . 04 -3 . 86）と回答した者が多く関
連を示した。

Ⅳ　考察
　地方小都市の全小学校８校・中学校３校に在籍する小
学４・５・６年生児童および中学１・２・３年生生徒の食事
の楽しさと食行動との関連を明らかにした。児童および
生徒に共通して食事の楽しさとポジティブな関連がみら
れた食行動は、家族と食事をしながら食べ物や栄養や健
康について話をすることであった。

１．児童・生徒別にみた食事の楽しさと食行動
　横断調査の記述統計の報告では、同一の質問項目で児
童および生徒に問うている研究がいくつかある15-18）。食
事の楽しさについては、中山らは児童の方が生徒より肯
定的に回答する者が多かったと報告している15）。食行動
についても児童の方が生徒より望ましい食行動をとる者
が多かったと報告されている16-18）。本研究においても食
事の楽しさおよび食行動は児童の方が肯定的に回答する
者が多かった。食事の楽しさや食行動に関する質問項目
は研究ごとに異なる。先行研究と直接比較できないもの
の、食関連QOLや食行動の望ましくない変化は思春期
に共通してみられる特性であるといえよう。このような
児童・生徒間の違いは発育・発達段階の違い、食育や家
庭科等の授業による教育効果、部活動や習い事・塾通い
等の生活環境の変化など複数の要因が関連している可能
性が高い。児童・生徒それぞれに適した具体的な行動目
標を検討する場合は、ライフステージごとに層別化する
必要がある。

２． 児童・生徒別にみた食事の楽しさと食行動との
関連

　児童・生徒別にみると食事の楽しさと食行動との関連
は異なり、児童では自らが積極的に行動する食行動、生
徒では家庭での家族との関わりの強い食行動が関連して
いた。子どもの食事の楽しさを高める行動目標を検討す

る際は、ライフステージごとの発達段階を踏まえ、家庭
との関わりを考える必要性が示唆された。
　食事の楽しさとポジティブな関連を示した食行動は必
ずしも先行研究と一致していなかった。児童の食事づく
りの手伝い頻度９）、食卓での会話９）、生徒の夕食共食頻
度10,11）、食卓での会話11）は本研究においても食事の楽し
さと関連が示されている。一方、先行研究とは異なり本
研究では、児童の朝食摂取頻度、食事時の挨拶が関連す
るのに対し、生徒の食事づくりの手伝い頻度、朝食摂取
頻度、食事時の挨拶は関連しなかった。朝食摂取、食事
時の挨拶といった行動は、児童・生徒の違いだけでなく
対象集団の違いによっても関連が異なる可能性がある。
児童・生徒別に食事の楽しさと食行動との関連をみた研
究はまだ少ないため、ライフステージの違いあるいは対
象集団の違いを結論づけるには、今後のさらなる研究が
望ましい。
　児童・生徒いずれにも共通してみられた食卓での会話
は、本研究では、家族と食事をしながら食べ物や栄養や
健康について会話する頻度を問うている。このような食
卓での会話、食卓でのコミュニケーションはこれまでも
多くの先行研究で報告されているが、喫食場所、会話の
相手、会話の内容等はそれぞれ異なる。衛藤らは小学
５年生を対象に、家族との夕食共食頻度と食事中の自
発的コミュニケーションがある場合の食態度、食行動、
QOL（毎日の楽しさ）との関連８）、Eisenbergらは思春期
を対象に、家庭で家族と食事をしながらのコミュニケー
ションと心理社会的健康度の関連21）を明らかにしてい
る。また、小西らは中学生を対象に、親との夕食共食だ
けではなく食卓での会話やコミュニケーションの有無が
食事の楽しさに影響を与えると報告している22）。Prior
らは思春期世代を対象に、家族の食事観や食卓でのその
日の出来事についての会話が、子どもたちの食事の楽し
さに関連すると述べている23）。本研究における食卓での
会話は、喫食場所や会話の相手を限定していない。また、
会話の内容を「食べ物や栄養や健康について」としたが、
どの内容かを特定しているわけではなく、さらに、それ
以外の内容でもよいのかは検討していない。会話をする
こと自体が関連する可能性もあり、今後の検討の余地が
ある。いずれにせよ、関連が認められた食卓での会話は、
先行研究においても児童・生徒に共通してみられたもの
である９,11）。食卓での会話は、対象の地域性や集団特性
あるいは質問項目の表現の違いなどに関わらず、家庭の
影響が大きいこのライフステージの重要な要素であると
いえよう。
　なお、児童または生徒にみられた朝食摂取頻度と夕食
共食頻度とは、第３次食育推進基本計画19）や健康日本
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21（第二次）20）に目標項目として掲げられている。本研
究においても、わが国が推進する食育の目標項目が食事
の楽しさとポジティブに関連することを確認した。国の
施策で重点的に取り組まれる目標項目は必ずしもすべて
の対象集団に該当するとはいえないものの、児童・生徒
の食事の楽しさを高める行動目標になりうる可能性があ
ることを示唆している。

３．本研究の限界および今後の課題
　本研究には、先に述べた食卓での会話の質問項目の設
定以外にもいくつかの限界がある。まず、調査の実施に
あたり事前に調査票の内容的妥当性、表面的妥当性を確
認しているが、再現性の検討を実施していない。次に、
児童・生徒の家庭での食行動に関して、当人の回答と保
護者からの回答の整合性を確認していない。児童・生徒
とその保護者では子どもの食形態について認識や感じ方
に違いがある24）。さらに、山梨県都留市１地域のデータ
のみであり、一般化することはできない。今後は、調査
地域や対象者を拡大して本研究の妥当性を確認する必要
がある。
　このような限界はあるものの、本研究には強みがあ
る。本研究は、中間規模の地方小都市における全公立小
学校８校および中学校３校を対象に、学年を単位とした
クラスター抽出法を用いて調査した。一般化は困難であ
るものの市内全ての小・中学校の協力を得ることができ
た点は、市内の地区ごとの相違を可能な限り排除し、児
童・生徒の類似点や相違点の特徴を明らかにしたことで
意義がある。
　児童・生徒の食事の楽しさと食行動との関連を明らか
にしたことで、その食行動は児童・生徒が食事はいつも
楽しいと思う望ましい食生活を目指す上での行動目標と
なりうる。食事の楽しさを重点目標の一つとしている食
教育を考える際に有用な資料となることが示唆される。
さらに、児童・生徒ともに食事の楽しさと関連した食卓
での会話は、家庭での食卓をとりまく環境要因との関わ
りが強い行動である。学童期・思春期とライフステージ
は異なっても、児童・生徒を介した家庭への情報提供を
通じた食卓への働きかけが必要であると示唆される。今
後は家庭の保護者との関連も踏まえた検討が課題とな
る。

Ⅴ　結論
　地方小都市内の全公立小学校８校・中学校３校に在籍
する小学４・５・６年生児童および中学生１・２・３年生生
徒を対象とし、食事の楽しさと食行動との関連を検討し
た。児童・生徒別にみると食事の楽しさとポジティブな

関連がみられた食行動は、児童では自らが積極的に行動
する食行動、生徒では家庭での家族との関わりの強い食
行動であった。児童・生徒に共通してポジティブな関連
がみられた食行動は家族と食事をしながら食べ物や栄養
や健康について話をすることであった。
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